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この頃の話題
　‘‘超新星，，のこと
山　本　　一　清
　今年9月に入って，1日と16日と，2回にわたり，米國のツヰキ（Fritz　Zwicky）
氏が“超婚星”（Super－Nova）を磯見したとVOふ天交電報がコペンハ1ゲンか
ら届いた．一・つはN．G．・C．1003番といふ星霧の東端で，光度は10級，叉他の
一つは1．C．4182番とV・ふ星霧の北部で，光度は8．5である．
　…鵬“超新星”とは何であるか？
　攣星の一種特別なものに“NOVA”（薪星）と呼ばれる星がある．昔は，可
成り珍らしいもので，天の一角に，ほんとうに新しい恒星が忽然として誕生し
たものだと，人々は信じたのであったが，近年，こうした“新星”なるものは
ゴド常に珍らしいといふわけのものでなく，卒均して，10年に一つ，或は5年に
一つぐらみの割合で，現はれる不規則型の攣星の一i種であることが知れて來
た．要するに，之れは恒星であって，吾が太陽からの距離も，蓮；動も，一般の
恒星と比べて，飴り違ったものではなく，只，光度の攣動だけが，他に例の無
いほど猛烈なものであると思はれる．臨きV・新星は，今までにも，多く，銀河
附近に現はれるものであるし，覗差を測定して，其の星の距離を計算し，それ
から光力を研究して見ると，こうした“断星”の絶封光度（覗差0”1，印ち，10
光年の距離まで吾々が近づV・て，其の星を観た場合の光輝）は約一5M級のもの
とV・ふことが分かる．
　ところが，米國の奏しV・パロマ山の天丈壷に於いて，猷洲から遙々研究に調
てみるバiデ（W．Baade），ツヰキ（F．　Zwicky）と呼ぶ2人の若い天丈家たち
が調査した所によると，かの1572年に，テイヒヨ・ブラ1へがカシオペヤ座に
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見つけたと傳へられるi新星や，叉，1885年にハルトヰヒ氏が偶然にもアンドロ
メiダの大星霧中に見つけた新星などは，最近の計算によれば，絶封光度が一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けた10級以上にもなるのであつで，詣れ等は，全く，他の多くの新星よりも，桁違
ぴと思はれるほど，跳び離れて大きい光力を磯賦するものであることが知れ，
賦払では皆こうしたズバ抜けた大きV・i新星を“超新星”と，此頃は呼ぶので
ある．一品も，今は未だ，一般の新星の原因や理由さへも完全に知れてみな
V・有様なので，この“超追星”の正膿が果して何であるか等の問題は，全くの
謎である．
　新星は吾が銀河宇宙の中には，前述の如く，5年目に一つとか，10年目に一
つくらみの割合で，現はれる．しかし，“超詩箋”は，決：して，そんなに頻繁
に現れるものではない．ツヰキ氏等の読によれば，超新星は個々の宇宙に於い
て雫均1000年に一つづつの割合で現はれ，其の光力から言へば，吾が太陽が
一百万年闇に放出するエネルギを，此の種の星は僅々25ヶ日聞に放出して了う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニウトロンリスタヨとV・ふ．叉，この超新星は，普通の一恒星が中性子星になって了う時に起る現
象で，所謂“宇宙線．”は此の星から放出されるものであるとも言ふ．
　昨1936年から，バ1ヂ，ツヰキ白面は，パnマ山天文皇の口径46糎のシミツ
ト式反射望遠鏡で，超新星の幽玄を開始した．尤も，しかし，こうした星は，
吾が銀河宇宙の中には，さう頻繁に出るものでなV・ので，わざわざ捜索して
も，急にオイソレと見つかるものではないが，其の代り，銀河以外の，醸し
い“よその宇宙”（師ち，銀河外の渦巻き星霧）を一つ一つ検査して見ると，
嚢見されることもあるだろうとの，見込みを付けたものである．
　：果して，此の捜索は，開始後，まもなく，バ1デ氏が先づN・G・C・4273と
いふ回信の中に一超新星を見つけた．
　次いで，今1937年2月16日に，ツヰキ氏はN．G．　C。4157とV・ふ星点の中に
約12等級の一一一■超新星を護戯した．〔天界第198論調442頁〕
　バiデ，ツヰキ爾氏の心張ぶりは驚くべきもので，昨1936年9月5日から今
1937年5月末までの聞に，乙女座の星霧群から，南北へ，髪座，猿犬座，大熊
座，ヒドラ座，センタウル座あたりを捜索して，約300枚の爲眞を撮り，伺
ほ其のほか特にアンドnメ1ダの大星霧や，メシエの第33，51，80，81・101，
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N．G．　C．の第55，247，253，2403，2366，4236，1．　C．の342，1613等の星霧
を撮影したのであって，上述の期間中に，およそ5000乃至10000ケの高炉像を
検査したとV・ふ．
　去る9月1日に至って，コペンハ1ゲン電報により，吾々ぼツヰキ氏が，叉
N・G．C．4182番の三二の中に9等級の一二新星を獲見したことを知った．〔花
山急報260〕
　更に叉，9月16日に至って，コペンハ1ゲンよりの電報は，ツヰキ氏がN．
G．C．1003番の星霧の中に10．5等級の一超新星を高見したと報じてみる．〔花
山急報263〕’k
　何れも此等は光度が大きv・ため，小型の望遠鏡でも眼硯観測が出來るもので
あって，專門家も，アマチュアも，此の珍らしい現象を見つX，大宇宙の神秘
に打たれるわけである．
　果して此等の超新量の出現により，宇宙線に異常を呈するや否や，其の他，
いろV・ろの方面から，現代の天丈學者は，物理二者と提携しつS，研究の歩を
進めなければならない．
　＊此等の二見は米國南カリフオニや州南部，サンデイエ1ゴ市に近いパ・マ
　山の新天文豪で，口径46糎のシミツト反射鏡による爲眞から得られたもの
　で，N．　G．　C．4182の星の方は本年6月以後に見え始めたもの，ヰルソン山
　のシ1アス博士の言によれば，8月29日にハマソン氏の撮ったスペクトルに
　200Aの幅を有つ輝帯が現はれて居り，星の絶i封光度は一16．3と見積られて
　みる．
　　　　　　　　　　壷潜も合流した！！
　吾人は，継會生活の合理化の立場から，数年前以來，すでに，満洲國の標準
時を改めて，東山1350に回すべきこと，次いで叉，二二も亦此の標準経度によ
るべきことを主張したが，果して，今年頭から満洲國は上述の如き標準時改正
を西行し，更に叉，墓濁も，ながく用みた“西部標準時”を棄てN，今年10月
初日を撃って，申央標準時に合流するに至った．尚ぼ，聞く所によれば，北支
や上海方面に出動中の皇軍は一一・2”iにわが中央標準時を使用しつNあるといふ．
判れも亦吾人が年來主張しつXある所に合致するものであって，學理上からも，
最も賢明なものであると，吾入は堅く信ずるものである．（山本一清）
